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drop / leave / turn / break / cut / get / 
put / set / start / begin

［ 前置詞（副詞） ］
501

above / about / across / after / against / 
along / among / around / at / before / 
behind / below / between / beyond / by / 
down / during / for / from / in / into / 
of / off  / on / out / out of / over / 
through / to / until/till / up / with

［ 副詞 ］
561

so / also / too / rather / only / now / then 
/ ago / already / still / yet / even / ever / 
nearly & almost

【練習問題】　580

　　break
南米由来の tomato と potato の語源　25

article（冠詞）の語源　30

one から生まれた英単語たち　30

noun（名詞）と name（名前）は
同じ語源　38

he と it は同じ語源　39

他動詞の transitive verb と自動詞
の intransitive verb　45

verb（動詞）の語源　50

sneakers の語源　77

ocean / river / mountain / strait / canal / 
peninsula の語源　83

Yankee の語源　85

become の語源　123

ゴミの litter とビールの lager（ラガー）は
同じ語源　128

leave（去る）と live（住む、生きる）は
同じ語源　140

other / alibi / alien は同じ語源　173

some の語源　174

any の語源　176

few の語源　187

can の語源　199

may の語源　201

will の語源　211

時制 (tense) の語源　226

過去 (past) の語源　233

progressive の語源　240

glad の語源　278

ready の語源　280

fortune の語源　285

want の語源　301

subjunctive の語源　365

sorry の語源　370

as と so の語源　422

than と then の語源　425

superior の語源　436

weekend の語源　440

exclamation の語源　454

during の語源　516

still の語源　570

　　break



深掘り解説
① 冠詞 an から a への変化　594

②  古英語の名詞には現代英語の代名詞と同じ
ような格変化があった　594

③  複数語尾の s はどこから来たか？　595

④  -as 以外にも複数を表す接尾辞はたくさん
あった　596

⑤  二重の複数語尾からなる名詞 children　
596

⑥  man の複数形がなぜ men に？　597

⑦  単複同形の sheep（羊）と deer（鹿）　
599

⑧  所有格の ’s はどこから来たか？　600

⑨  店名にアポストロフィエスがあるものとない
もの　601

⑩  Macy’s が Macy とならない理由　601

⑪  所有格が副詞に？！　602

⑫  対格（目的格）、つまり名詞が副詞に？！　
602

⑬  ヴァイキングの言語である古ノルド語が英
語に与えた影響　603

⑭  古英語の不定詞（＝原形）singan（歌う）
の屈折（活用）表　604

⑮  生きた化石と呼ばれる三単現の -s　605

⑯  古英語の形をほぼそのまま残した be 動詞
の屈折（活用）表　606

⑰  5W1H の由来について　607

⑱  なぜ、規則変化の動詞に ed を付けるのか？　
608

索引　625

⑲  過去の接尾辞の ed はどこから来たか？　
609

⑳  規則動詞と不規則動詞の歴史　610

㉑  かつては簡単だった疑問文と否定文　610

㉒  本当は動詞だった助動詞の do　611

㉓  シェイクスピアの時代は、疑問文と否定文
には二種類あった　612

㉔  半世紀前にはまだ存在していた Have you 
a pen? の疑問文　612

㉕  助動詞の後の動詞が原形になる理由と、
助動詞自体も三単現の s が付かない理由　
613

㉖  can の過去形がなぜ could なのか？　614

㉗  接続法過去から生まれた must　614

㉘  原形不定詞の起源　615

㉙  to 不定詞の起源　617

㉚  かつては to 不定詞よりも圧倒的に多かっ
た原形不定詞　617

㉛  使役動詞にも浸食していた to 不定詞　618

㉜  動詞を作る接尾辞の en　618

㉝  動詞を作る接頭辞の en 　619

㉞  不定詞＝ infinitive の語源　619

㉟  分詞 =participle の語源　620

㊱  動名詞＝ gerund の起源と語源　620

㊲  進行形の起源について　621

㊳  完了形のカラクリと have to の起源　623


